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新

年
度
予
算
成
立

総
額
三
九
、
二
二

　
　
　
　
外
議
案
十
七

　
三
月
定
例
議
会
は
去
る
三
月

十
l
l
］
招
集
さ
れ
ま
し
た
が
本

定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は

’

1般
会
計

並
び
に
特
別
会
剖

当
初
予
算
、
及
び
三
十
三
年
度

決
算
等
総

数
r
八
件
で
あ
り
ま

し
た
。

三
月
議
会
は
御
承
知
の
通
り
．

新
年
皮
の
施
政
方
針
に
基
き
編

成
さ
れ
た
当
初
予
卯
の
審
議
を

行
う
敢
も
甫
要
な
議
会
で
あ
り

、

議
案
の
審
議
に
慎
重
を
期
す

る
た
め
、
会
期
（
議
会
の
期
問
）

を

三
月
一
ば
い
と
し
て
各
純
の

議
案

に

つ
い
て

の
審
議
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
’
以
下
会
議
の
状

況
に

つ
い
て

簡
単
に
説
明
致
し

ま
す
。

先
づ
招
集
1
1
当
日
の
一
ニ
ー
1
十
二

U
は
’
村
長
よ
り
新
年
度
予
卸

編
成
方
針
並
び
に
一
二
十
三
年
度

決
算
に
っ
い
て
の
説
朋
が
あ
り

初
：
の
会
譲
を
終
り
、
翌
十
i
二

日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
’

　
件
を

可

研
究
の
た
め
休
会

111日
〃
山
－
山
ハ
］
＋
不
会
議
を
開
聞
溢
C
、

村
政
全
般
に

つ
い
て

の

1般
質

問
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
各
議

員
か
ら
の
質
問
の
大
部
分
は
、

転
換
期
に
立
た
さ
れ
た
今
後
の

農
政
の
在
方
に
つ
い
て
集
中
さ

れ
、
第
二
次
経
済
自
立
化
迎
動

の
進
方
、
裕
産
振
興
対
策
、
営

農
相
談

所
の
設

置
等
当
面
の
問

題
に

つ
い
て
真
剣
な
質
問
応
答

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
又
之
ら
の

質
問
の
外
l
般
行
政
面
に
お
い

て

も
、
町
制
実
施
の
問
題
、
花

瀬
公
園
整
備
の
問
題
等
多
彩
な

47

問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

尚
当
日
は
荒
西
山
の
失
火
の
た

め
、
会
議
は
午
前
中
で
打
切
ら

れ
、
十
八
n
に
本
会
議
を
再
開

す
る
こ
と
に
し
て
、
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

十
八

H
午
6
0
中
は
一
般
質
問
を

続
行
、
午
後
は
先
づ
新
年
度
予

、

四
O
O
円

決

三
月
定
例
議
会
終
る

議
案

錦
及
び
之
に
関
聯
す
る
餓
案
並

び
に
三
十
三
年
度
決
算
を
夫
々

の
常
仔
委
員
会
に
付
託
し
、
残

り
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
本
日
可
決
成

立
し
た
議
案
は
’
1
般
会
計
更

正
予
算
、
外
四
件
で
し
た
。

習
十
九
H
か
ら
二
十
三
H
ま
で

は
各
委
員
会
の
審
査
期
間
と
し

、

付
託
事
件
に
つ
い
て
の
委
員

会
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
四

日
本
会
議
再
会
、
た
ま

た

ま
江
口
枚
長
死
去
の
報
せ
に

接
し
た
の
で
’
議
会
は
開
議
壁

頭

に
，
故
江
口
校
畏
に
対
す
る

弔
詞
の
決
議
を
行
な
い
’
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
し
た
。

続
い
て
騒
案
の
審
議
に
う
つ
り

各
芸
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た

新
甘
皮
予
算
そ
の
他
全
議
案
を

一
括
議
題
と
し
’
先
づ
各
常
任

委
員
会
委
員
長
か
ら
審
査
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
艮

か
ら
一
、
二
の
4
ー
望
意
見
を
添

え
て
原
案
を
可
決
す
ぺ
き
も
の

lltll＋
二

m
こ
t
l
m
m
H
t
＝
m
l
“
t
t
t
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l
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］
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m
r
I
I
＝
t
L
t
l
M
l
i
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l
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n
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3月行われた

村の主なこと

3月3口．天皇御手播きの

　龍念植樹祭が探台ケ塚‡

　て盛大に拳行された゜

3月10日村振興大会が開

　備され盛大であつた゜

3月11日背年建設亘〔閉講

　式が挙行60日間を無事

　2S名が修了された゜

3月11日中学佼卒業者就

　職者の壮行会が開催され

　盛大に行われた。

3月24日　田代小学校畏

　江口芳夫氏午前3時30

　分逝ムさる。

3月26日田K小学校庚
’江口芳夫氏の学校葬が、

　厳廠盛大tcOP行された。

r
m
t
t
一
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M
f
i
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U
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n
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m
u
l
一
品
ヨ
盲
一
日
百
量
目
巷
日

と
認
め
る
旨
の
報
告
が
な
さ
れ

、

直
さ
に
質
疑
、
討
論
に
う
つ

り
’
採
決
の
結
果
何
れ
も
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
外
追
加
事
件
と
し
て
’

議
案

二
件
、
請
願
l
件
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
が
、
請
願
が
保
留

と
さ
れ
た
外
’
二
議
案
は
何
れ

も
原
案
通
り
可
決
し
、
本
定
例

会
に
提
出
さ
れ
た
全
議
題
の
審

諸
を
終
り
t
予
定
よ
り
早
く
閉

会

と
さ
れ
ま
し
た
o

次
に
本
定
例
会
に
お
い
て
可
決

成
立
し
た
議
案
と
’
そ
の
概
要

は
次

の
通

り
で
あ
り
ま
す
゜
尚

予
算
決
算
等
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
近
く
別
途
に
発
表
さ
れ
る

財
政
白
書
に
よ
り
御
承
知
下
さ

い
。H
昭
和
三
十
四
年
度
一
般
会
計

　
更
正
予
算

今
回
の
更
正
予
算
は
整
理
予
算

と
も
云
う
べ
き
も
の
で
’
予
算

額
は
三
四
九
、
五
七
〇
円
の
故

と
な
っ
て
い
ま
す
。
之
ら
の
減

額
の
主
な
も
の
は
’
開
拓
農
道

工
事
費
△
九
七
八
千
円
で
’
之

は
県
費
補
助
の
削
減
に
よ
る
も

の

で
’
こ
の
外
高
校
作
業
室
の

敷
地
購
入
費
及
び
之
に
伴
う
家

屋
移
転
費
と
し
て
約
二
八
万
が

振
興
大
会
の
開
催
と

　　　海
野
専
務
の
講
演

r考
へ
る
農
業
」
と

「
パ

ー
マ
ネ
ン
ト
と
ニ
ニ
ギ
’
ノ
ミ
コ
ト
時
代
の
カ
マ
ド
」

去
る
三
月
十

日
第
三
十
五

回

目
の
振
興

人
会
が
開
催

さ
れ
、
品
評

会
、
競
作
会

，

そ
の
他
各

小
組
合
の
過

去
一
年
間
の

総
成
績

の
発

表

と
賞
品
の

授
与

が
行
わ

れ
ま
し
た
。

尚
当
日
の
出
水
股
協
の
海
野
専
務
の
講
挺
は
仏
達
田
代
村
の
農

家
の
1
1
9
1
の
欠
へ
を
，
堀
慰
工
／
r
ク
も
な
く
発
尺
さ
れ
痛
い
と

こ
ろ
を
釧
で
つ
か
れ
る
E
b
い
が
し
ま
し
た
。
本
当
に
こ
れ
か
ら

の

農
業
は
冊
界
の
0
2
業
と
ぬ
接
つ
な
が
っ
て
い
る
農
業
粁
甘
で

な

け
れ

ば
t
い
け
な
い
こ
と
を

ハ
pt
キ

リ
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
話

を

ま
と
め
て
見
ま
す

と
田
代
村
の
農
業
経
営
は

一
、

考
え
て
農
業
を
し
て
い
な

い
。二
、
計
画
を
立
て
な
い
で
仕
事

を
し
て
い
る
J

11r
決
断
力
が
な
い
。

四
、
ま
ず
い
も
の
を
食
ぺ
て
い

る
の
で
体
が
弱
く
仇
く
時
閥
が

少
な

い
o

以

上
の
四

つ
が
ま
と
め
ら
れ
る

よ
う
で
す
払
達
は
こ
の
海
野
專

務
の
話
を
忘
れ
ず
良
く
考
へ
計

画
を
立
て
A
仕
事
を
し
な
け
れ

ぱ

い
け
な
と
思
い
ま
す
去
る
三

一
週
間
田
代
村
の

農
家
の
実
態
を
綱

査
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
の
大
学
の

服
部
博
士
外
五
人

の
調
査
員
の
方
々

も
田
代
村
の
農
家

♀
三
・
か
ら
亙
計
画
そ
う
し
て
’
牧
入
’

を
廻
っ
て
見
ら
れ
て
異
ロ
同
音

に

「全
く
農
業
経
営
2
1
画
が
立

つ

て

い
な
い
．

　
行
き
あ
た
り
’
バ
ッ
タ
リ
の

農
業
の
し
か
た
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
農
家
は
仲
ぴ
な
い
」

と
申
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

本
当
に
キ
ュ
ー
す
れ
ば
ド
ン
す

る
で
、
考
え
る
力
は
勿
論
計
画

な
ど

立
て
ら
れ
る
筈
が
な
い
。

考
え
る
余
裕
の
あ
る
内
に
剖
面

を
立
て

て

漕
々
と
目
標
に
向

っ

て
進
ん
で
行
か
な
い
と
’

計
画
の
な
い
仕
事
で
は
や
が
て

キ

ユ

ー
し
て
し
ま
い
。

考
え
る
力
も
計
画
を
立
て
る
力

も
尽
き
て
し
ま
い
ま
す
。

今
年
か
ら
明
日
の
仕
事
の
剖
画

か
ら
一
月
の
計
画
、
一
年
間
の

　
　
　
　

追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
尚
今
回
　
2
高
校
作
業
室
工
獅

　
　
　
　
の
更
正
予
算
に
よ
り
、
三
十
四
　
　
建
坪
　
　
　
一
二
〇
坪
．

　
　
　
　
年
度
最
終
予
算
額
は
四
一
、
七
　
　
ヱ
事
費
　
　
八
六
万
円

　
　
　
　
o
四
・
七
四
五
円
と
な
h
ま
す
　
　
請
負
者
　
　
小
梅
枝
組

　
　
　
　
⇔
土
地
購

入
に
つ
い
て
　
　
　
内
昭
和
三
十
三
年
度
決
算
認
定

　　　　趨
校
林
立
木
光
買
契
約
に
っ
壁
講
講
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
決
算
に
つ
い
て
認
定
を
求

　
　
　
　

田
代
小
学
校
水
道
施
設
費
に
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
両

　
　
　
　

て

る
た
め
売
却
し
た
立
木
代
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
算
は
既
に
監
査
委
貝
の
審

　
　
　
　

九
六
九
千
円
に
つ
き
落
札
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

査
経
を
て
居
り
原
案
通
り
承

　
　
　
　

契
約
し
よ
う
と
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
さ
れ
た
。

　
　
　
　

岡
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伺
職
員
定
数
条
例
一
部
改
正

　
　
　
　

左
記
工
事
に

つ
き
舗
負
契
約
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
民
年
金
及
び
国
民
建
康
保

　
　
　
　

締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

険
事
務
等
の
新
規
事
務
増
に

　
　
　
　

1
　
大
牟
礼
林
通
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
し
、
役
場
職
員
を
二
名
増

　
　
　
　
　

工
事
量
　
　
　
延
長
六
六
五
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
し
よ
う
と
す
る
も
の

　
　
　
　
　

エ　
　
ニ
ャ
　
ニ
ミ
　
　
　

ー
1
纂
聾
魏
劉
…
螺
讃
用
弁
償
例
条
蔀
改

　　　　
詩
苧醸
黎
離
紅
進
め
て
行
く
・
蚤
動
を
始
め

　
　
　
　
v
な
り
ま
し
た
。
V
s
－
プ
に
　
ま
し
ょ
う
　
　
経
済
課
畏

　
　
　
　
よ
る
共
同
の
力
’
小
組
合
員
の
　
（
写
真
は
9
水
農
協
海
野
専
務

　
　
　
　
共
同
l
致
に
よ
る
力
で
仕
事
を
　
　
の
講
演
）

㊤
部
ダ
ネ
設
に
定
つ
い
て

　
本
年
度
荒
西
国
¢
林
内
に
左

　
記
部
落
の
部
分
朴
を
設
け
よ

　
う
と
す
る
も
の

　
岩
崎
部
落
　
九
反
八
セ

　
中
村
〃
〃
・
九
反
一
セ

　
折
小
野
〃
〃
　
二
町
四
反

　
小
梅
枝
地
区
　
1
町
四
反

㈱
新
年
度
一
般
会
計
予
算

　
才
入
才
出
共
　
三
九
、
二
二

　
一
、
四
〇
〇
円
で
’
新
規
事

　
業

と
し
て
4
3
大
原
中
学
校
の

　
移
転
新
築
弗
只
一
ハ
八
四
万
、
　
駐

　
k
所
建
築
費
四
四
万
が
主
な

　
も
の
で
’
継
続
硝
業
と
し
て

　
第

二
内
ノ
牧
地
区
開
拓
農
道

　
一
O
O
万
が
計
上
さ
れ
て
い

　
る
外
、
拠
出
制
国
民
年
金
事

　
務

費
、
国
民
建
I
保
険
準
備

　
費
が
剖
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈱
新
年
度
特
別
会
計
予
算

　
（
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
分
）

　
才
入
才
出
共
二
、
三
四
九
千

　
円
が
計
上
さ
れ
、
昨
年
当
初

　
に
比

し
約
l
五
〇
万
円
の
滅

　
と
な
っ
て
居
り
’
内
容
に
っ

　
い
て

は
66

隼

と
殆
ん
ど
同
様

で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
’
議
会
事
務
局
）

　
　
地
方
自
治
法
氷
百
九
十
九
条
才
八
項
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

縫
齢
の
藁
を

　
　
　
　
左
記
の

通
り
公
表
す
る

　
　
　
　
　
昭

和
三
十
五
年
三
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南

園
忠
男

　
　
田
代
村
監
査
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下

　
、
監
査
の
岐
点

　
事
務
事
業
の
適
正
執
行

二
、
監
脊
実
施
剛
間

　
自
二
月
十
八
日
至
三
月
一
日

111、
監
査
対
象

　
主
と
し
て
役
場
各
係
の
分
箪

　
事

務
内
容

四
、
結
果

1
概
評

　
各
係
の
分
紫
す
る
事
務
事
業

　
は
計
画
的
に
且
適
正
に
な
さ

　
れ
て
居
り
、
，
結
果
は
概
収
艮

　
好
と
認
め
ら
れ
た

※
総
務
課
関
係

イ
良
好
と
認
め
ら
れ
る
事
項

ユ
各
係
共
比
較
的
少
い
人
貝
で

　
事
務
は
概
収
適
正
に
処
理
さ

　
　

れ
て

い
る
。
　
　
　
．

2
村
税
の
徴
政
状
況
も
係
の
努

　

R
2
よ
り
九
血
％
以
上
の
好

　
成
績
を

納

め
，
財
政
運
営
も

　
一
時
借
入
金
等
に
よ
る
資
金

　
操
作
も
行
な
わ
れ
ず
一
応
安

　
定
し
た
遅
営
が
な
さ
れ
て
い

　
る
。

　

3
l
般
経
理
事
務
に
つ
い
て

　
　
も
’
税
外
牧
入
の
調
定
事

　
　
務
も
適
確
に
な
さ
れ
’
又

　
　
最
近
か
ら
実
施
し
た
旅
費

　
　
の
概
算
払
制
も
適
切
な
運

　
　
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

4
術
生
係
に
お
い
て
は
’
薬

　
　

店
の
協
力
の
も
と
に
、
破

　
　
傷
風
及
び
マ
ム
シ
の
血
溜

　
　

が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
が
’

　
　
之
は
極
め
て

適
切
な
措
置

　
　

で
あ
る
。

n
検
ロ
討
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ

　

る
事
項

　
（
庶
務
係
）

　

1
現
在
村
有
貸
付
地
が
十
件

　
　

直

助

l　
　
借
受
地
が
二
件
あ
る
が
、

　
　

そ
の
殆
ん
ど
が
貸
借
契
約

　
　

が

な
さ
れ
C
い
な
い
e

　
　

又
右
の
貸
付
地
の
貸
付
料

　
　

の
納
入
状
況
も
良
好
と
は

　
　

認
め
難
い
e

　
　
村
有
財
産
の
管
郎
に
つ
い

　
　

て

は
今
少
し
そ
の
公
八
性

　
　

と
’
経
済
性
を
考
慮
す
る

　
　

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
　
　
・

　

2
行
政
執
行
の
占
本
と
も
な

　
　
る
ぺ
き
例
、
，
仙
集
の
整
側
が

　
　

な
さ
れ
て
㌔
な
い
o
予

　
　

算
現
計
薄
も
同
様
で
あ
る

　
　
。

速
や
か
に
整
伽
さ
れ
度

　
　

い
。

　

（税
務
課
＞

　

1
二
．
三
の
部
紹
の
徴
税
成

　
　

績

が
集
団
的
に
轡
い
傾
向

　
　
　
が
あ
る
。
又
納
滞
級
越
額

　
　
　
も
頚
数
年
横
．
ハ
イ
の
傾
向

　
　
　
に
あ
り
’
之
ら
に
つ
い
て

　
’
　
の
対
策
を
速
に
講
ず
ぺ
き

　
　

で
あ

る
と
考
え
る
o

　

c
s
n
‘
＄
f
f
係
）

　

1
胴
定
簿
に
1
1
計
、
月
計
な

　
　
　
し
。

　

A衛
生
係
）

　

i
改
良
便
所
設
濃
補
助
に
っ

　
　
　
い
て
は
1
月
末
現
在
、
申

　
　
　
込
＝
一
〇
店
に
対
し
’
完

　
　
　
成

は
三
三
基
に
縄
ぎ
な
い

　
　
　
・
年
度
内
目
標
完
成
に
つ

　
　
　
き
一
段
の
督
助
が
望
ま
れ

　
　
　
る
と
共
に
、
補
助
＠
交
付

　
　
　
の
事
務
処
理
に
っ
い
て
も

　
　
　
改
善
の
必
要
を
認
め
る
。

　

2
予
防
接
稲
の
実
施
状
況
は

l　　
　
租
痘
を
除
き
何
れ
も
8
1
画

　
　
　
人
員
の
五
割
秒
皮
に
す
ぎ

　
　
　
な
い
。
指
導
、
啓
発
の
面

目
4

　
　
　
　
　
ヤ

　
亡
検
討
の
　
女
を
認
め
る

　
o

又
右

の
場
合
の
実
費
徴

　

牧
金
の
取
扱
は
適
正
に
な

　

さ
れ
て
い
る
と
認
め
D
れ

　

た
が
牧
入
役
に
納
入
の
場

　

合
は
一
応
調
定
他
に
記
入

　

す
ぺ
き
で
あ
る
。

（厚
生
係
）

1
保
育
園
の
園
児
の
構
成
が

　

小
学
校
入
学
6
6
の
者
で
そ

　

の
殆
ん

ど
が
占
め
ら
れ
て

　

い

る
が
，
保
育
園
本
来
の

　

在
方
か
ら
し
て
検
討
の
要

　

は
な
い
か
。

2
保
育
所
費
の
食
糧
費
か
ら

　

他
費
目
へ
八
九
、
五
〇
〇

　

円
流
用
さ
れ
て
い
る
が
、

　

食
糠
費
は
当
所
、
入
園
児

　
　
を
基
礎
に
し
て
給
食
費
と

　
　
し
て
計
上
さ
れ
た
も
の
と

　
　
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
か
ら

　
　
し
て
妥
当
な
措
置
と
は
認

　
　
め
難
い
。

（消
防
係
）

　
i
各
分
団
に
配
置
さ
れ
て
い

　
　
る
機
材
の
管
理
状
況
は
必

　
　
ず
し
も
良
好
と
は
認
め
難

　
　
い
9
消
防
機
材
は
万
I
の

　
　
場
合
に
備
え
て
常
に
完
全

　
　
な

る
整
備
が
望
ま
し
い
．

　
2
各
分
団
毎
の
燃
料
の
受
払

　
　
及
び
機
械
の
修
繕
等
の
取

　
　
扱
に
つ
い
て
も
検
討
の
必

　
　
要
を
認
め
る
。

　
8
本
年
皮
設
置
し
た
防
火
水

　
　
糟
の
内
’
貯
’
水
試
験
の
結

　
　
果
二
回
に
亘
り
乎
直
し
を

　
　
さ
せ
た
も
の
が
あ
る
が
，

　
　
工
乎
施
工
途
中
の
監
督
は

　
　
今
少
し
厳
重
に
す
ぺ
き
で

　
　
あ
る
。

　
｛
建
為
係
）

1
村
が
」
や
年
度
買
収
し
た
タ
詩

　
で
父
付
さ
れ
て
い
る
が
、
管

理
に
ザ
す
る
経
費
の
見
積
等

　
も
漆
付
さ
れ
し
い
な
い
o
又

　
こ
の
柚
の
補
助
電
を
事
、
明
に

　
交
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も

　
検
討
の
必
要
を
認
め
る
。

2
肉
豚
貨
付
出
“
何
等
の
堺
・
務
処

　
理
が
遅
れ
て
い
る
様
に
考
え

　
ら
れ
る
。
取
鉄
の
都
度
速
に

　
処
理
さ
れ
度
い

（茶
菜
係
）

1
茶
苗
に
つ
い
て
は
、
苗
踊
及

　
び
新
植
の
夫
々
に
対
し
助
成

　
が
な

さ
れ
、
二
重
に
補
助
さ

　
れ
て
い
る
と
云
う
感
じ
を
与

　
え
ら
れ
る
が
’
奨
励
方
法
に

　
検
討
の
必
要
は
な
い
か
。

⌒耕
地
係
｝

1
土
地
改
良
串
業
の
本
年
度
当

　
初
貸
付
料
牧
入
見
込
は
五
，

　
七
o
o
千
円
に
対
し
、
年
内

　
実
質
牧
入
見
込
は
約
四
、
五

　
o
O
千
円
で
’
当
初
兇
込
に

　
コ
耕
作
組
合
の
宿
直
室
は
現

在
住
宅
と
し
て
貸
与
さ
れ
て

　
い
る
が
、
s
そ
の
使
用
料
は
徴

　
吐
収
さ
れ
て
い
な
い
o
こ
の
点

　
に
っ
い
て
検
蔚
の
必
要
を
認

　
め
る
。

2
過
年
度
分
の
住
竜
使
用
料
の

　
滞
納
が
未
だ
約
二
方
数
千
円

　
あ

る
。
住
宅
使
目
は
そ
の

　
牲
質
か
ら
み
て
滞
縞
幟
好
ま

　
し
く
な
く
、
之
が
徽
ぴ
牧
に
は

　
積
極
的
な
対
策
が
望
ま
し
い

※
経
済
課
関
係

イ
良
好
と
認
め
れ
ら
る
事
項

．

1
各
種
の
建
設
事
莫
及
び
奨
励

　
事
業
は
概
収
計
画
的
に
且
適

　
正
に
執
行
さ
g
て
い
る
と
認

　

め
ら
れ
た
。

p
検
討
を
要
す
る
と
認
め
ち
れ

　

る
事
項

（
共
通
事
項
一

1
奨
励
事
業
用
の
備
品
（
カ
ル

チ

ペ
ー
タ
ー
、
梨
等
）
の
中

に
は
紛
失
と
認
め
ら
れ
る
も

の
が
相
当
あ
り
e
又
サ
イ
ロ

枠
等
の
保
管
状
況
も
完
全
と

は
認
め
難
い
a
こ
の
種
の
備

晶
管
理
は
今
少
し
考
慮
す
べ

き
で
あ
る
。

対
し
百
万
程
度
の
才
入
欠
陥

　
が
予
想
さ
れ
る
O
当
初
の
計

　
歯
築
定
に

当
っ
て
は
慎
重
な

配
ぱ
が
望
ま
れ
る
と
八
に
、
．

　
事
菜
確
保
、
貸
付
料
の
微
牧

　
に
も
横
極
的
な
努
力
が
望
ま

　
れ
る
。

（農
業
委
艮
会
）

1
自
作
炭
創
設
資
金
の
導
入
状

　
況
は
他

町
村
に
比
し
底
調
で

　
あ

る
本
資
金
は
極
め
て
有
利

　
な

員
期
資
金
で
あ
り
’
之
の

　
導
入
に
つ
い
て
も
今
少
し
検

　
3
8
の
必
叉
は
な
い
か
。

（蚕
業
係
）
　
（
土
木
係
一
（
農

政

係
｝
特
記
硲
項
な
し

〔
朴
業
係
）
今
回
は
猛
責
せ
ず

（
畜
産
係
）

1
種
馬
管
理
費
補
助
五
万
円
。

　
年
度
当
所
に
事
前
交
付
の

◎
希
望
恵
見

1
条
例
規
則
に
対
す
る
職
員
の

研
修
が
充
分
な
さ
れ
て
い
な
い

と
考
え
ら
れ
た
。
今
後
之
ら
に

つ
い
て
は
充
分
な

る
配
慮
が
望

ま
れ
る

2
本
年
度
も
各
租
の
調
査
、
統

計
等
が
相
当
数
実
施
さ
れ
て
い

る
が
’
　
，
S
の
樋
の
事
務
に
つ
い

て

は
、
従
米
柏
も
す
る
と
そ
の

事
の
成
れ
る
を
以
て
事
足
れ
り

と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で

今
後
は
之
が
本
村
挫
家
紗
緕
向

上
の
た
め
の
亜
要
な
酒
料
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

　
「
灘
」
　
本
年
度
実
施
中
の
主

要
⑨
項
　
　
1
世
界
肢
朴
築
セ

ン

サ
ス

　
　
2
農
家
台
帳
作
成

　
耕
地
土
壊
調
査

3
耕
地
事
業
箒
は
施
行
地
の
関

　
係
で
総
て
の
事
業
が
三
、
四
半

　
期
以
降
に
着
手
さ
れ
て
い
る
が

　
，
之
ら
の
専
業
に
つ
い
て
は
年

　
度
内
に
完
成
す
る
よ
う
工
事
を

　
施
行
に
当
っ
て
は
格
段
の
配
胆

　

が
　
ま
し
い
む

f

’
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．
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＿
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『
養
蚕
経
営
は
儲
か
つ
て
い
る
』

　
は
た
し

て
養
蚕
経
79

は
儲
か

る

だ
ろ

う
か

あ
ら
ゆ
る
W
物
を
栽
培
し
て
儲

か
っ

て

い
る
か
、
儲
か
っ
て
い

な

い

か
調

食
す
る
こ
と
が
経
営

を
改
善
す
る
上
か
ら
最
も
大
事

で
あ
る

儲
か

る
経
懲
と
は
一
日
当
り
の

務
仇
報
酬
を
よ
り
多
く
と
る
こ

と
で
あ
り
以
下
は
田
代
村
の
一

農
家
が
二
年
川
常
に
ペ
ン
と
時

副
を
持
っ
て
養
蚕
に
従
事
調
査

し
た
儲
か
る
養
蚕
経
営
の
実
例

で
あ
る
o

昭
和
三
十
四
年
度
に
お
け
る
経

営
概
況
は

表
1
の
と
お
り
で
水

田

は
自
給
だ
け
で
あ
り
、
畑
作

に
よ
る
現
金
牧
入
の
増
加
を
は

か
る
こ
と
が
こ
の
農
家
の
最
大

の
酬
題
で
あ
ろ
う
。

表
2
は
こ
の
紅
営
規
模
か
ら
生

れ
る
牧
入
の
実
態
で
現
金
収
入

面
に
お

い
て

桑
園
1
六
ア
ー
ル

か
ら
八
四
七
四
四
円
も
あ
が
る

養
蚕
に
比
べ
残
り
畑
面
積
七
九

ア

ー
ル
か
ら
生
れ
る
現
金
は
畜

産
を
含
め
て
も
桑
園
収
入
よ
り

少

い
o
こ
の
農
家
が
養
蚕
を
主

体

と
し
た
収
入
で
経
営
の
安
定

を

は
か
ろ

う
と
し
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
か
桑
園
ニ
ハ
ァ
’
ル

は
最
良
の
土
地
に
栽
培
し
よ
り

現
金
牧
入
の
増
加
を
は
か
ろ
う

と
努
力
さ
れ
て
い
る
e

ま
た
養
蚕
を
経
営
す
る
こ
と
が

こ
の
農
家
の
労
力
条
件
か
ら
も

最
適
で
あ
り
麗
家
個
々
が
各
自

の
条
件
を
充
分
考
え
て
経
営
す

る
よ
う
注
意
し
た
い
o

況市畜家
肉豚出荷

表
3
は
桑
棚
の
管
理
状
況
で
あ

る
、
前
年
に
比
べ
現
命
支
出
が

減
じ
自
給
を
主
体
に
し
て
い
る

こ

れ
は
前
年
の
高
く
つ
い
た
蚕

生
産
費
を
少
し
で
も
引
下
げ
る

た
め
の
も
の
．
c
あ
ろ
う

鮎
果
は
肘
年
の
桑
園
費
用
一
七

一
四

六
円
が
四
三
八
円
引
下
げ

ら
れ
牧
入
は
二
五
肛
以
ヒ
増
加

し
て
お
り
目
的
は
達
せ
ら
れ
て

い
る
。
労
仙
日
数
の
増
は
敷
草

を
や
め
堆
肥

の
増
施
に
重
点
を

お
い
た
た
め
除
草
の
労
力
に
無

駄
を
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

一
m
当
り
労
賃
と
は
男
三
二
〇

円
“
C
1
1
四
O
円
で
計
算
し
桑
園

に
要
し
た
男
女
労
力
の
平
均
で

あ
る
。
平
均
が
高
く
な
っ
て
い

る
の
は
男
の
従
事
日
数
が
増
加

し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

表
4
は
蚕
生
産
の
実
態
と
れ
こ

に
要
し
た
費
用
の
実
際
で
あ
る

桑
園
に
此
ぺ
一
段
と
費
用
の
節

減
が
は
か
ら
れ
’
特
に
労
仇
日

数
が
減
じ
蚕
代
枚
入
の
大
巾
な

増
加
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
前
年
度
バ
ヲ
に
よ
る
飼

育

か
ら
一
部
分
条
桑
育
と
平
飼

に
切

り
か
え
ら
れ
た
だ
け
の
結

果
で
今
後
年
間
条
桑
盲
に
切
り

か
れ
れ
ば
さ
ら
に
労
力
の
大
巾

な
節
減
が
は
か
ら
れ
る
と
思
う

一
日
当
り
の
労
賃
の
増
加
は
条

桑
育
に
切
か
え
た
場
合
男
の
従

出荷
∫］11
出荷頭数 生体趾 枝肉景 平均歩徽肉郁㍊

生体K
当平均一一　

当時の扱

肉単価

2．23 31 2，742 1，780．0 64，954520】491，240 179．15 318

3．3 25 2，146 1β50ρ 62．9 413．373368β50 171．64

3　14 15 1，221 781．5 64．0 25】，769226，605 185．58

318

32

子豚セリ市

月日
出場
頭数 允却

冗上
価格 繍最低鞠聾鍋嫡却評均

ギ　35 15 9
5
9

90，900

8，300

7，000

6，100　6，544

5，100　6，400 6，4g3 6，493
3．20 28 15 145，100

7，000

6，800

5，8　　6，287
4，600　5，gO7 6，046 5，996

耶

日
数
が
増
加
す
る
の
で
平
均

は
高
く
な
っ
て
い
く

表
5
は
以
上
の
賭
経
費
を
集
計

し
た
も
の
で
結
果
か
ら
み
て
注

目
す
ぺ
き
こ
と
は
蚕
代
牧
入
の

増
に
対
し
坐
産
費
は
わ
ず
か
に

1　O
｛
（
円
増
加
し
て
い
る
こ
と

と
現
金
支
出
の
少
い
こ
と
で
あ

る
。
今
後
あ
ら
ゆ
る
作
物
の
栽

培
上
最
も
大
事
な
こ
と
で
好
結

果
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
副
牧
入

と
は
結
局
玉
屑
カ
イ
コ
代
蚕
糞

蚕
沙
、
桑
枝
代
な
ど
自
給
分
の

価
額
で
あ
り
蚕
糞
蚕
沙
は
肥
料

と
し
て
創
算
し
て
あ
る
。

飼
料

と
し
て
2
1
算
し
た
場
合
は

さ
ら
に
培
加
す
る
も
の
と
思
う

表
6
は
ニ
ケ
年
の
養
蚕
実
績
を

比
較
し
た
も
の
で
あ
り
生
産
量

に一

お

い
て
拍
則
年
度
よ
り
1
ハ
o
o

円
下
廻
る
肥
料
代
を
注
込
み
l
l

五
K
以
上
の
生
産
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
は
水
年
作
物
で
あ
る

桑
は
前
年
度
の
肥
効
が
翌
年
ま

で
残

る
の
で
こ
の
肥
料
代
と
収

抵

と
の
関
係
は
，
は
っ
き
り
結

論
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

た
だ
＄
年
敷
草
を
し
今
年
は
堆

肥
を

施
し
て
あ
る
が
こ
れ
も
今

後
何
U
か
の
結
果
を
み
な
け
れ

ば
結
論
を
出
す
の
は
早
計
だ
ろ

う
。
繭
代
金
の
増
加
は
単
伽
の

値
上

り
と
増
牧
に
よ
る
も
の
で

今
年
の
繭
生
産
費
か
ら
み
て
一

三
〇

〇
円
の
繭
値
な
ら
男
一
二
二

L
し
　　　“
　・1’

o
円
女
二
四
〇
円
の
労
賃
は
手

取
り
に
な
り
養
蚕
は
引
合
う
こ

と
が
、
決
定
づ
け
ら
れ
る
。

然
も
今
年
は
繭
単
価
の
値
上
り

で
男
女
混
の
四
〇
三
円
と
い
う

労
賃
が
手
取
り
に
な
っ
て
お
り

こ

の
賃
金
は
お
そ
ら
く
他
作
物

に
み
う
け
ぬ
報
酬
で
あ
る
。

又

ニ
ケ

年
の
比
較
で
一
部
条
桑

育
と
平
飼
い
に
切
か
へ
た
の
み

で
約
一
割
五
分
の
生
産
費
引
下

げ
に
な
っ
て
い
る
が
今
後
年
間

を
通
じ
た
条
桑
育
に
切
か
へ
れ

ば
少
な
く
と
も
三
割
の
引
下
げ

は
可
能
で
繭
一
t
z
　
1
　
O
O
O
円

な

ら
引
合
う
贋
蚕
で
あ
る
と
い

え
る
。

経
営
規
模
か
ら
み
て
も
一
六
ア

ー
ル
で
あ
る
こ
と
が
結
果
的
に

家
族
労
力
か
ら
も
適
当
で
あ
り

こ
れ
が
小
規
模
経
営
で
あ
れ
ば

生
産
費
は
高
く
な
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。

ど
ん
な
作
物
で
も
各
農
家
が
各

々

の
条
件
を
良
く
検
討
し
適
正

な
規
模
を
も
つ
こ
と
が
直
接
儲

か
る
近
道
で
あ
り
心
し
て
掛
る

ぺ
き
だ
ろ
う
。

C5）繭生産費比較（対昭和33年度）（1）経営概況
VJ桓二西¶乃㌔‘ノU

家　族　人　員　　男女別 耕　地　面　積 その他 家　　畜 昭 和　34　年 昭　和　33年　1
費目区分別＿ 購　入 自　給 償　却 計 入 自　給1　却 計　　　　額農業従

事者 能力換算男 田 普通畑

　　’

桑園
　
計 山林

二

その
他
二
　
　
3

牛1鶏 蚕稲費ぽ

　
　
1
3
，
9
1
4 74総人員

　　人

女一

　人
1

4，660 4，660 3，914
a a ＿’一 一

5
1

人
3

人
3
人
1

2； 7；

16116 20 ・1　，
共同飼育費

2，685
400 400

2，685　

400 400
1β95 7　　1，895＿－

　9，866
（2敗入の概況
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肥料　〃
7，169 5，837 13，006 3，764 13，630 △62

　一
カイコ 蝶類撒い 辮1膓産小計

謀給 その
他 小謝 合計 諸材料〃

桑

蚕
案
亙
桑
蚕
桑
蚕
桑
蚕

390
700
　30
1，800

420
2，500

600
1，730

　30
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　区分＿一

現金
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円　円
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③桑園管理状況
桑園償却〃

冑

肥　　最
現金支出額 ｜日

当労賃
建物償却〃

桑
寄

摺 108
171
△10

肥“別1
　　年度 肥料代 17ユ 17］

石灰 堆肥
一幽

　亮 多
坐過直　　　〆

一　〆一　〆500
　一敷草一

9話
　　円13，630 　円

9，866

麺塾　　　　日　2796

労　賃

　　円
　7，280

，毘 桑
蚕 100 100 450 450 △3

昭和33年
小農蚕具
償却費’一一一一一

大農蚕具
償却費

△56
昭和34年 60

’　4　　4 25 1300 13，006 7，169 3420 9，539 279 桑
蚕

　　　4

1．81

　　　4

1，814
　60
1，588

　60
工，588　一

一⇒

（4｝飼育状況
畜力〃

桑
蚕 70 70

；
1
言 瑞 △105

△1
初　大　　　　　次　　　　。 かいc

代計
200 一一区分

別
　春　　蚕

労o旧数 。時雇〃
200
700

●
，

　　　　700 2，350 2，350 ムエ，6501
‥

＿一一
昭和33年

　　　k
1967，830

　　　K　　　フー玉　　　　k1844，180　　　194駄050　　　561

　　　　　283，18

54，782
　　H
107．71 　　　　一家族労賃

桑
蚕
桑
一

9339
24，480

9，339

24，480

7，280
23，539

7，280

23，539

2，059
941

鵠用和34年 2575，480 1828，100 84，744 9，999
蚕
頁
蚕電料々金 鰯 856 1，271 1，271 △41（6演績比較・

昭和34年 労　賃　　日当労賃 地　　　代 1，080年皮坦退目旦
粛一函縮

幽　　　161．0
1，080186K760

一＿一一　一　カイコ代金 84，744円 54．78

円　　　　円　　　　241

資本利子 2，672 2，733 6ヱ，麹・　∫　25，180

重薩晋孫冨 65，355円 65．22
〔 ラ5i

’

差引益金 19．389円 △10．44 祖税公酬 2，839 2，316 5

現金文出額 20，969円 22，281

貫当繭生産費 1，318円 1．51 以　上　剖 20，969 45，708 3，634 70，311 22，281 38，240
1
，
9
2
4
一

68，643
1
，

一
‘

＿一

ノ　
　
’

1，523円 ．　　1．29販発繭単価

η」日数 13．56 副　収入 4，956 3，374 1．58

1日当労賃 403円 167

禰盃菰 63，775円 32，501
P　　　　　　　　　、

差　　引 65，355 65コ69

而扉取碍欄 475円 239

ピ

阻’～三
ノド　コ　　　　コ

　ロ　　ツ村1お、

霧廊
41ら｝

恕せ；

ロ　　　　　ロ
　、　》
　　　　　v．・・

　
4
月
1
1
日
か
ら
、
県
村
民
税

の
所
得
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

　
中
庇
口
は
’
納
税
者
の
一
句
川

の
所
得
を
求
め
’
村
民
税
の
賦

課

の
基
礎
に
な
り
ま
す
の
で
正

し
く
申
告
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。

　
申
告
さ
れ
な
い
と
’
相
類
L

の
査
定
額
で
課
税
す
る
こ
と
に

な
り
、
納
税
者
に
は
不
利
に
な

り
ま
す
か
ら
、
御
7
1
愁
ド
さ
い

　

△

申
告
の
日
程

　
申
告
時
閲
は
毎
n
午
．
前
9
E
4

か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

11

日
　
（
西
大
原
公
民
館
）
　
西

　
大
原
　
東
大
原
、
柏
戸
野
、

　
久
木
野
、
盤
山
、
冨
田

12

日
　
（
新
川
公
民
館
）
　
中
用

　
新
田
、
内
之
牧
’
官
行
山
、

　
富
川
、
南
風
谷

13

日
　
く
柴
立
公
民
舘
）
　
平
石

　
柴
立
、
上
柴
立
、
上
原

14

日
　
（
池
野
公
民
館
）
　
原
沢

　
池
野
、
瀬
戸
口
、
猪
鹿
倉
、

　

鳥
淵

15

口
　
（
鶴
園
公
民
館
）
　
阜
満

　
郷
之
原
、
辺
志
切
’
鶴
園

　
　
◎

酒

は
ほ

花
見
行
楽
シ
ー
ズ
ソ
は
と
か
く

酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
大
ト
ラ

小
ト
ラ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ

ら
わ
れ
け
ん
か
が
起
り
暴
力
傷

害
た
か
り
な
ど
暴
力
犯
郭
が
増

え
ま
す
か
ら
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

飲
み
決

し
て
酒
に
飲
ま
れ
な
い

よ
う
気
を
っ
け
た
い
も
の
で
す

酒

の
上
で
の
犯
罪
ほ
ど
バ
カ
ら

し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
o

　
　

田
代
村
柔

　
精
力
溢
れ
る
若
人
達
が
競
っ

て

そ

の
力
を
柔
道
に
ぶ
ち
込
み

心
身
を
鍛
え
様
と
柔
道
会
を
払

成
し
た
の
は
’
三
年
6
1
の
五
月

八

日
、
そ
れ
以
来
日
夜
練
習
に

励
み
乍
ら
四
ゲ
町
村
内
で
は
実

力
に
於
て
優
位
を
占
め
、
郡
大

会
に
も
度
び
度
び
出
場
し
て
大

き
な
成
果
を
逐
げ
乍
ら
、
最
近

に
な
っ
て
極
て
め
意
気
消
沈
し

て
来
た

と
云
う
の
は
何
ん
た
る

事
か
？

　
そ
の
原
因
を
私
は
二
つ
挙
げ

度

い
。
第
一
に
南
国
鹿
児
島
県

人
は
殆
し
安
く
冷
め
易
い
と
云

19

U
　
（
役
場
議
事
堂
）
　
下
、

　
篤
場
、
東
之
原
、
良
谷
、
西

　
中
郡

20

日
　
（
役
場
議
事
堂
）
　
東
中

　
郡
、
橋
ノ
n
、
中
村
、
山
下

21

n
　
（
p
t
木
公
民
館
）
　
岩
崎

　
表
木
’
折
小
野
’
山
ノ
ロ

　

豚
も
今
は

　
　
　
　
質
よ
り
数
へ

四
月
十
六
日
よ
り
、
串
木
野
市

の

ハ
ム

工
場
が
操
業
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
で
肉
豚
は
年
間
1
O

万
題
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

田
代
村
に
も
四
月
か
ら
竹
岸
ハ

ム

工
場
へ
の
肉
豚
出
6
6
割
当
が

毎
月
五
〇
顕
き
て
お
り
ま
す
。

田
代
村
で
も
本
年
度
六
〇
〇
頭

か
ら
七
〇
o
頭
不
足
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す

只
今
県

の
方
に
お
い
て
も
本
年

度
か
ら
来
年
良
へ
か
け
て
一
〇

万
頭
ふ
や
そ
う
と
’
　
一
生
県
命

に
な
っ
て
兇
劫
し
て
お
り
ま
す

そ
の
た
め
に
、
今
ま
で
生
産
豚

一

と
し
て
は
登
録
豚
で
な
い
と
’

ど
ほ
ど
に

◎
婦
女
子

の
夜

の

一
人

　
歩
き
は
止
め
ま
し
よ

　
う
O

痴

か
ん

は
女
一
人
歩
き
を
ね
ら

い

ま
す
。
暗
が
り
の
近
道
よ
り

明
る
い
遠
廻
り
道
を
歩
く
方
が

安
全
で
す
。

「
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖
」

　
　
　
　
大
根
占
警
察
署

道

会
‡発

叢促

わ
れ

る
欠
陥
が
必
然
的
に
此
の

柔
道
に
も
表
わ
れ
た
と
云
う
事

換
言
す
れ
ば
初
一
念
と
ゆ
う
事

が
あ
る
が
’
や
り
始
め
た
ら
死

ぬ

る
ま
で
や
り
通
す
元
気
に
欠

け
て
居
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
又

第
二
に
日
夜
会
貝
と
共
に

練
褐
し
て
く
れ
る
指
導
者
に
思

ま
れ
ず
ど
ん
ぐ
り
の
勢
比
べ
に

な
っ
た
事
で
あ
る
。

　
以

上
二
つ
の
他
色
々
龍
頭
蛇

尾
に
終
っ
た
原
因
は
あ
ろ
う
と

思
う
が
’
そ
れ
に
ひ
き
換
え
今

回

生
れ
る
柔
道
会
は
そ
の
欠
陥

を
完
冷
に
除
け
る
こ
け
の
態
勢

　
　
　
s

「奨
助
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

今
年
か
ら
当
分
肉
豚
の
数
が
粛

程
度
増
加
す
る
ま
で
’
　
＄
：
t
r
：
の

肉
豚
向
け
の
も
の
で
も
、
生
妬

川

と
し
て
適
当
で
あ
る
と
思
9
っ

れ
る
も
の
は
、
ど
し
ど
し
”
ρ

豚
に
振
向
け
る
よ
う
t
び
か
け

て

お

り
M
す
e

川
代
村
と
し
ま
し
て
も
仔
豚
の

仙
段
も
訓
市
に
几
値
で
購
入
さ

れ

る
人
達
も
肉
豚
の
伽
格
と
几

暇
し
て
購
入
を
兄
合
せ
る
杁
況

で
あ
り
ま
す
の
で
’

皆

さ
ん
カ
の
中
で
生
度
豚
を
飼

育
希
望
の
あ
る
カ
は
ど
し
ど
し

生
蕗
豚
に
切

替
へ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
巾
上
げ
ま
す

肉
豚
の
価
杵
も
今
年
中
は
大
し

た
袈
動
も
な
い
と
芯
わ
れ
言
す

思
い
切
っ

て
’
や
っ
て
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
経
済
課
長

県
主
催
の
推
肥
品
評
会

の

猪
鹿
倉

小
組
合
が

二

位
に

入
賞

し
ま
し
た
。

昨
年
の
十
一
月
鹿
児
益
県
主
他

の
農
業
関
係
の
各
種
品
評
会
に

出
品
し
た
。
猪
鹿
介
小
組
合
の

摺
肥
が
、
推
肥
令
の
設
備
と
’

柑
肥
禄
の
成
績
が
良
く
県
で
二

位
に
人
質
し
、
徴
金
と
肥
料
六

表
を
授
賞
さ
れ
亨
し
た
o
来
1
1

度
も
出
品
し
た
い
と
小
合
組
臼

も
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。
来

4
度
は
推
肥
を
熟
度
に
よ
っ
て

分
け
て
積
ん
て
、
お
け
ば
醍
林

大
臣
．
1
1
は
閻
迫
い
な
い
と
県
の

係
官
も
申
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

を
も
っ
て
発
足
出
来
る
と
思
う

　
高
校
の
孫
先
生
と
小
学
枚
の

福
永
先
生
は
2
7
し
く
て
る
の
実

力
と
情
熱
に
よ
り
、
必
ず
や
我

々

艘
村
刊
年
に
も
安
心
し
て
脂

導
し
て
戴
け
る
と
考
え
る
し
、

又
大
根
占
町
の
牧
先
生
（
六
段
）

は
毎
月
来
村
し
て
指
導
し
て
斡

け
る
と
な
れ
ば
、
怠
け
N
の
目

分
の
様
な
宕
で
も
必
ず
や
服
っ

て
居
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
事
を

信
ず
る
。

　
田
代
の
若
人
よ
渦
ち
溢
れ
る

力
を
柔
道
に
ぶ
ち
込
も
う
で
は

な

い
か
〃

そ
し
て
さ
わ
や
か
な
気
持
で
侮

m
の
仕
郡
に
も
劫
も
う
で
は
カ

、
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